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研究成果の概要（和文）：都市部と非都市部におけるフレイルリスク要因を比較しフレイルを予測するための要
因を検討した。プレフレイル、フレイルのリスクとして肥満や心理ストレス、身体活動量との関連が認められ
た。都市部と非都市部の比較では非都市部において肥満、運動習慣なし、1㎞以上継続歩行困難者の割合が高
く、都市部の女性では低栄養や最近筋肉や脂肪が落ちてきたと感じる者の割合が非都市部に比べ高値を示した。
しかし、サルコペニア該当者割合に差は認められなかった。また都市部におけるフレイル頻度は70歳以上全体で
は男性の64.8%、女性の65.5%であり、そのうち80歳以上の男性では90.9%、女性では76.9%であった。

研究成果の概要（英文）：We compared the frailty risk factors in urban and non-urban areas and 
analyzed the factors for predicting frailty. The risk of prefrailty and frailty was associated with 
obesity, psychological stress, and physical activity. In comparison between urban and non-urban 
areas, the proportion of obese, no-exercise habit, and difficulty in walking for 1 km or more was 
high in non-urban areas. In urban women, the proportion of undernourished persons and who feel that 
muscle and fat have recently fallen was high compared with non-urban areas. However, there was no 
difference in the proportion of patients with sarcopenia. The frailty frequency in urban areas was 
64.8% in males and 65.5% in females aged 70 years or older, including 90.9% in males aged 80 years 
or older and 76.9% in females.

研究分野： 疫学

キーワード： フレイル　高齢者　都市部住民　非都市部住民　疫学調査　生活習慣　食生活状況

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
プレフレイル、フレイルのリスク要因として肥満や心理ストレス、身体活動量との関連が示唆された。都市部と
非都市部では生活習慣が異なるため、肥満者や低栄養者の割合、運動習慣等に地域差が認められたが、サルコペ
ニア該当者割合には差は認められなかった。今後フレイル発症者を効果的に抑制するためには、適切な地域診断
を実施し、対象地域の特性に応じたアプローチを実施する必要があると考えられた。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 

 

 

１．研究開始当初の背景 

わが国の高齢化率は世界で最も高く、令和 47（2065）年には 38.4％に達し、国民の約 2.6 人

に 1人が 65歳以上、約 3.9 人に 1人が 75歳以上の者となる社会が到来すると推計されている
1)。このように世界に先駆けて超高齢社会を迎えている我が国にとって、要介護状態への移行を

予防し、健康寿命を延伸することは、公衆衛生上、重要な課題である。65歳以上 75 歳未満の前

期高齢者と 75 歳以上の後期高齢者を比較すると、要介護者認定者の割合が前期高齢者 2.9％に

対し、後期高齢者では 23.0％と大幅に増加している 2)。この背景には、加齢に伴う様々な機能低

下を基盤とし、種々の健康障害に対する脆弱性が増加している状態、すなわち健康障害に陥りや

すい状態である「フレイル」が関連していることは明らかである。我が国において、65 歳以上

の地域在住高齢者におけるフレイルの頻度は 8.7％、プレフレイルは 40.8%であると報告されて

いる 3)。また、この割合は女性、健康状態が悪いほど高く、西日本において東日本よりも高い傾

向が認められている。しかし、都市部と非都市部といった居住地域による生活習慣の違いや身体

機能、認知機能等の差について比較した報告はない。 

 

２．研究の目的 

我が国の高齢者人口の増加に伴い、加齢により衰える身体機能及び認知機能の低下を抑制す

ることは自立した生活の継続期間を延伸し、要介護状態への移行を予防するうえで重要な課題

である。フレイルは運動や生活習慣改善等の介入による早期予防が可能であるが、日本人におい

て住居地域の違いによるフレイルに関連する生活習慣の差についての比較はあまり報告されて

いない。本研究では都市部と非都市部におけるフレイルに関連する生活習慣や運動機能等を比

較し、フレイルを予測するための明確な要因を検討することを目的とする。 

 

３．研究の方法 

(1) 本研究の対象コホートと対象者 

① 都市部住民コホート［神戸研究］ 

都市部在住の住民コホート研究である神戸研究の対象者は、ベースライン調査開始時に、心血

管疾患や悪性新生物の既往がなく、高血圧、脂質異常症、糖尿病の治療中ではない 40 歳から 74

歳の者である。本研究では、神戸研究の 8年後調査に参加した 863 名(男性 254 名、女性 609 名)

を調査対象とした。 

② 非都市部住民コホート［東温スタディ］ 

愛媛県東温市で実施している東温スタディは、30～79 歳の住民約 2000 人を対象とした循環

器・糖尿病に関する詳細健診をベースとしたコホート研究である。本研究では東温スタディの

2016～2020 年に実施された調査において 70歳以上であった調査参加者 449 人（男性 171 人、女

性 278 人）を調査対象とした。 

(2) 都市部と非都市部におけるフレイルリスク要因の各指標、及びサルコペニアの頻度の比較 

 本課題は神戸研究および東温スタディの 70 歳以上の参加者を対象とした。フレイルリスク要

因の各指標については、年齢を 70～74 歳、75～79 歳、80歳以上の 3群に分類し、地区別・男女

別に該当者割合を比較した。主要指標は、BMI（BMI20.0 以下を低栄養とした）、筋力（握力：男

性 28.0 ㎏、女性 18.0 ㎏未満を低筋力とした）、身体能力（Timed Up & Go Test(TUG) 11 秒以上



を運動器不安定症(日本整形外科学会)とした）、骨格筋量指数（BIA 法。男性 7.0kg/m2、女性

5.7kg/m2未満を低骨格筋量指数とした）、認知機能（日本語版 Montreal Cognitive Assessment

（MoCa-J）25 点以下を軽度認知障害疑いとした。神戸では 75歳以上で実施）とした。また問診

時に社会生活および身体状況に関する項目について聞き取りを行った。サルコペニアの判定に

は AWGS2019 におけるサルコペニア診断基準の①低筋力、②低身体機能（運動器不安定症該当者）、

③低骨格筋量指数の指標を用い、「①低筋力＋②低身体機能」または「①低筋力＋③低骨格筋量」

該当者をサルコペニアとした。 

(3) 都市部におけるフレイルの頻度に関する検討 

 本課題は(2)の対象者のうち神戸研究において簡易フレイル・インデックス（簡易 FI、Yamada 

M, et al, 2015）の 5つの質問項目にすべて回答した者を対象とし、5項目の質問項目のうち 3

項目以上に該当する場合をフレイル、1〜2 項目に該当する場合をプレフレイルと判定した。 

(4) 都市部におけるフレイルの関連因子に関する検討 

 本課題は神戸研究において簡易 FI の質問項目に回答した 65 歳以上の 526 人（男性 177 人、

女性 349 人）を対象とし、プレフレイル、フレイルの特徴を記述し、血液生化学検査データ、生

活習慣因子からその関連因子を明らかにすることを目的とした。簡易 FI で対象者を健常群、プ

レフレイル群、フレイル群の 3 群に分類し、BMI、腹囲、収縮期・拡張期血圧、脈拍、二重積、

血液生化学検査データ（Hb, Ht, Alb, HDL-C, LDL-C, TG, T-CHO, γGTP, IRI, BS, HOMA-IR）、

生活習慣（喫煙習慣（非喫煙・過去喫煙・現在喫煙）、飲酒習慣（非飲酒・過去飲酒・現在飲酒））、

運動量（Mets・時/週）、歩行時間/日（30分未満・30分以上 1時間未満・1時間以上 2時間未満・

2時間以上）、K6（5点以上）を独立変数とし、年齢調整したロジスティック回帰分析を行い、健

常群を対照としてプレフレイル群、フレイル群の多変量調整オッズ比と 95%信頼区間を算出した。 

(5) 都市部における非特異的ストレス指標（K6 質問票日本語版を使用）とフレイル発症リスク

に関する検討 

 うつ病は、フレイルのリスクと相互に関連することが知られているが、うつの傾向とフレイル

発症リスクとの関連を前向きに検討した報告は少ない。本課題は神戸研究ベースライン調査で

非特異的なストレス指標の K6 質問票日本語版(K6)の項目に欠損がない 40歳から 74 歳の対象者

1,115 名(男性 339 名、女性 776 名）において、約 8年後の追跡調査で簡易 FIを測定した 863 名

(男性 254 名、女性 609 名)を対象とし、K6と約 8年後のフレイル発症リスクについて検討した。

プレフレイル、フレイルと K6 スコアとの関連は、性別、年齢および身体的フレイルリスク因子

および社会的因子[BMI、SF-8、体の痛み、難聴障害スコア、喫煙習慣、飲酒習慣、 身体活動量、

睡眠時間、教育歴、雇用形態(就業、自営、無職、その他)、婚姻状況(結婚、単身、離婚、死別)]

を共変量として調整した多変量ロジスティック回帰分析を行い、K6スコア 5点未満(Low)を対照

として 5-12 点(Moderate)、13 点以上(Severe)の多変量調整オッズ比と 95%信頼区間(95%CI)を

算出した。 

 

４．研究成果 

(1) 都市部と非都市部におけるフレイルに関連する生活習慣や運動機能、栄養摂取状況、サルコ

ペニアの頻度の比較 

①フレイルリスク要因の検査指標について地域間で男女別にその頻度を比較した。低栄養者の

割合は都市部女性の70～79歳において非都市部に比べ顕著に高値を示した（70～74歳 p=0.011、

75～79 歳 p=0.034）。肥満者の割合は男女ともに都市部に比べ非都市部において全年齢階級にお

いて高値を示す傾向が認められ、女性の 70～79 歳において有意差が認められた（70～74 歳



p=0.008、75～79 歳 p=0.004）。また 80 歳以上の女性では都市部に比べ非都市部で低筋力者の割

合が高値を示した（p=0.029）（表 1，2）。 

 

表 1 地域別フレイルリスク要因（男性） 

 

表 2 地域別フレイルリスク要因－検査項目－（女性） 

 

②フレイルリスク要因の問診項目について地域間で男女別にその頻度を比較した。「現在体に痛

みやしびれがある」の割合は両地域において年齢階級が上がるに従い高値を示す傾向が認めら

れ、男性では非都市部の 70～74 歳の男性（p=0.029）、女性では 70～74 歳（p=0.002）と 75～79

歳（p=0.003）において有意に高値を示し、都市部では 80 歳以上の女性のみ非都市部に比べ高値

を示した（p=0.019）。「1km の継続歩行に難儀する、できない」の割合は男女ともに都市部に比

べ非都市部で高値を示し、女性の 70～74 歳（p=0.016）、75～79 歳（p=0.001）において都市部

に比べ高値を示した。「この 6か月で筋肉や脂肪が落ちてきた」の割合は都市部の 80 歳以上の女

性別 男性

対象地区 都市部（神戸研究） 非都市部（東温スタディ）

年齢階級 70-74歳 75-79歳 80歳以上 Ｐ値†

（傾向性）
70-74歳 75-79歳 80歳以上 Ｐ値†

（傾向性）
人数（人） 55 62 11 75 56 40

BMI (kg/m2) *1 22.7 (2.3) 22.9 (2.5) 22.8 (2.4) 0.918 23.5 (2.7) 23.8 (2.7) 23.2 (3.2) 0.947

低栄養, % *2 10.9 9.7 9.1 0.824 6.7 8.9 17.5 0.479

肥満, % *2 16.4 19.4 18.2 0.915 22.7 28.6 30.0 0.479

握力 (kg) *1 37.6 (4.7) 34.4 (4.9) 31.9 (3.1) <0.001 36.1 (5.2) 33.9 (4.8) 31.6 (5.1) <0.001

低筋力, % *3 1.8 11.3 9.1 0.105 4.2 7.3 21.6 0.010

Timed up and go テスト (TUG) (秒) *1 6.1 (1.0) 6.8 (1.1) 7 (0.7) <0.001 5.9 (1.1) 6.7 (1.5) 7.5 (1.7) <0.001

運動器不安定症, % *4 0.0 0.0 0.0 ― 0.0 1.9 2.6 0.515

骨格筋量指数 (SMI) (kg/m2) *1 7.8 (0.8) 7.8 (0.8) 7.7 (1.0) 0.331 7.9 (0.8) 7.7 (0.9) 7.5 (0.9) 0.013

低骨格筋量指数, % *5 14.5 16.1 27.3 0.452 14.9 23.6 23.1 0.383

MoCa-J (点) *1 ― 24.2 (3.1) 25.2 (2.6) 0.424 25.1 (2.9) 24.0 (3.8) 22.1 (4.2) <0.001

軽度認知障害疑い, % *6 ― 56.7 63.6 <0.001 56.0 60.7 82.5 0.016
傾向性検定；Jonckheere-Terpstra trend test （連続変数）、カイ二乗傾向検定（連続変数）

*1; 平均 (標準偏差), *2; BMI20.0 kg/m2以下, *3; 握力 男性28kg 未満, 女性18kg未満, *4; Timed up and go テスト 11秒以上,

*5; SMI 男性7.0kg/m2 未満, 女性5.7kg/m2未満, *6; MoCa-J 25点以下

性別 女性

対象地区 都市部（神戸研究） 非都市部（東温スタディ）

年齢階級 70-74歳 75-79歳 80歳以上 Ｐ値†

（傾向性）
70-74歳 75-79歳 80歳以上 Ｐ値†

（傾向性）
人数（人） 135 81 13 151 78 49

BMI (kg/m2) *1 21.5 (3.0) 21.7 (3.1) 22.2 (1.6) 0.345 22.9 (3.2) 23.9 (3.6) 22.3 (3.4) 0.865

低栄養, % *2 33.3§ 28.4§ 15.4 0.192 19.9§ 14.1§ 18.4 0.116

肥満, % *2 11.1§ 16.0§ 7.7 0.633 23.2§ 37.2§ 14.3 0.116

握力 (kg) *1 23.1 (3.2) 21.9 (3.3) 22.2 (2.4) 0.006 23.0 (3.4) 23.1 (3.3) 20.6 (3.6) 0.005

低筋力, % *3 5.9 7.4 0§ 0.828 6.2 3.9 28.3§ <0.001

Timed up and go テスト (TUG) (秒) *1 6.6 (1.1) 7 (1.7) 7.5 (1.6) 0.007 6.5 (1.7) 6.9 (1.3) 7.6 (2.2) <0.001

運動器不安定症, % *4 0.7 1.2 7.7 0.145 0.8 1.3 8.3 0.025

骨格筋量指数 (SMI) (kg/m2) *1 6.1 (0.6) 6.0 (0.5) 6.0 (0.5) 0.108 6.2 (0.6) 6.3 (0.7) 6.0 (0.8) 0.233

低骨格筋量指数, % *5 22.2 32.1 30.8 0.170 18.9 18.0 29.2 0.252

MoCa-J (点) *1 ― 25 (2.9) 24.2 (1.5) 0.270 26.3 (2.7) 25.5 (3.1) 23.7 (3.6) <0.001

軽度認知障害疑い, % *6 ― 53.1 84.6 <0.001 28.7 42.3 67.4 <0.001
§; 同性同年齢間で統計的有意差あり（Fisherの正確確率検定）
†；傾向性検定；Jonckheere-Terpstra trend test （連続変数）、カイ二乗傾向検定（連続変数）

*1; 平均 (標準偏差), *2; BMI20.0 kg/m2以下, *3; 握力 男性28kg 未満, 女性18kg未満, *4; Timed up and go テスト 11秒以上,

*5; SMI 男性7.0kg/m2 未満, 女性5.7kg/m2未満, *6; MoCa-J 25点以下



性において非都市部に比べ有意に高値を示した（p=0.029）。 

③運動習慣に関する項目について、男女ともに非都市部の 80 歳以上で「運動習慣なし」の割合

は男女共に非都市部の 70～74 歳において都市部に比べ有意に高値を示した（男性 p=0.042、女

性 p=0.002）。「歩行又は同等の身体活動を 1日 1時間以上実施していない」の割合は非都市部の

80 歳以上の女性において都市部に比べ有意に高値を示した（p=0.011）。 

④都市部におけるサルコペニア該当者割合は 70～74 歳では男性 1.8%（1人）、女性 1.5%（2 人）、

75～79 歳では男性 3.2%（2人）、女性 2.5%（2人）、80歳以上では男性 9.1%（1人）、女性 0%（0

人）、非都市部におけるサルコペニア該当者割合は 70～74 歳では男性 1.4%（1 人）、女性 2.1%（3

人）、75～79 歳では男性 1.9%（1人）、女性 0%（0 人）、80 歳以上では男性 2.8%（1人）、女性 8.9%

であった（同性、同年齢階級間で統計的な有意差なし）。 

 

(2) 都市部におけるフレイルの頻度に関する検討 

 プレフレイル該当者は 80 歳以上では男性 90.9%、女性 61.5%であり、フレイル該当者は 80歳

以上では男性 0.0%、女性 15.4%であった。プレフレイル＋フレイル該当者数で検討すると、80 歳

以上の男性では 90.9%、女性では 76.9%を占め、79 歳以下に比べ増加する傾向が認められたが、

各年齢階級間に統計的

な有意差は認められな

かった（図 1）。 

 

 

 

 

 

 

 

(3) 都市部におけるフレイルリスク要因に関する検討 

 プレフレイル群、フレイル群のフレイルリスク要因との関連は、男女共に BMI や腹囲、TG が

高いと高く（ストレスは男性のみ）、運動量（男性は歩行時間）が多いと低く、肥満やストレス、

身体活動量とプレフレイル、フレイルとの関連が示唆された。 

 

(4) 都市部における非特異的ストレス指標とフレイル発症リスクに関する検討 

 ベースラインから約 8 年後にフレイルを認めた者は 863 名中 57 名(6.6%)、プレフレイルは

504 名(58.4%)であった。K6 スコアとフレイルリスクとの関連は、Low に対して Moderate のオッ

ズ比 (95%CI)が 2.96 (1.54 - 5.68)、Severe が 5.40 (1.04 - 28.08)、傾向性ｐ値=0.001 と有

意な正の関連を認めた。一方、K6 スコアとプレフレイルリスクとの間には有意な関連は認めな

かった。以上のことから、都市部一般住民におけるフレイルリスクは、心理ストレスの上昇に伴

い増加する傾向が示された。 
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

眞鍋佳世、桑原和代、東山綾、杉山大典、平田あや、平田匠、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、門田文、宮松直美、宮本恵宏、岡村智
教

服部浩子、野澤美樹、桑原和代、東山綾、杉山大典、平田匠、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、岡村智教

野澤美樹、桑原和代、服部浩子、東山綾、杉山大典、平田匠、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、岡村智教

中越奈津子、野澤美樹、服部浩子 、平田あや 、佐田みずき、久保佐智美、東山綾、西田陽子、久保田芳美、平田匠、宮松直美、桑原和
代、杉山大典、岡村智教

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第29回日本疫学会学術総会

第55回日本循環器病予防学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

高感度CRPより考える日本におけるACC/AHA2017の高血圧基準の意義

健康な都市住民におけるナトリウム・カリウム比と腎機能低下の関連:神戸研究

都市部住民における推定24時間尿中ナトリウム・カリウム比およびBMIを組み合わせたリスク重積別の高血圧リスクの検討：神戸研究

健常人における心拍数およびダブルプロダクトの規定要因：神戸研究

 １．発表者名

第55回日本循環器病予防学会学術総会

第22回日本運動疫学会学術総会
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2019年

2019年
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 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第3回日本臨床疫学会総会

第78回日本公衆衛生学会総会

第78回日本公衆衛生学会総会

第78回日本公衆衛生学会総会

久保佐智美、東山綾、杉山大典、平田匠、西田陽子、久保田芳美、桑原和代、宮松直美、門田文、西川智文、宮本恵宏、岡村智教

西田陽子、東山綾、杉山大典、平田匠、久保佐智美、久保田芳美、桑原和代、宮松直美、門田文、西川智文、宮本恵宏、岡村智教

中越奈津子、野澤美樹、服部浩子、平田あや、佐田みずき、久保佐智美、東山綾、西田陽子、久保田芳美、平田匠、宮松直美、桑原和代、
杉山大典、岡村智教

平田匠、平田あや、東山綾、久保田芳美、久保佐智美、西田陽子、門田文、杉山大典、宮松直美、宮本恵宏、岡村智教

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

一般地域住民における血清DHA濃度は腎機能低下と関連するのか：神戸研究

一般住民における皮膚乾燥とかゆみの要因の検討：神戸研究

健常人における心拍数およびダブルプロダクトの規定要因：神戸研究

インスリン抵抗性はBMIと独立して血圧と関連する：神戸研究

 １．発表者名
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 ３．学会等名

 ３．学会等名

第78回日本公衆衛生学会総会

第30回日本疫学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

野澤美樹、桑原和代、久保田芳美、西田陽子、久保佐智美、平田匠、東山綾、平田あや、服部浩子、佐田みずき、門田文、杉山大典、宮松
直美、宮本恵宏、岡村智教

 ２．発表標題

梅本かおり、東山綾、平田匠、杉山大典 、桑原和代、平田あや、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、門田文、西川智文、宮松直美、宮
本恵宏、岡村智教

服部浩子、梅本かおり、野澤美樹、中越奈津子、平田あや、佐田みずき、久保佐智美、東山綾、西田陽子、久保田芳美、平田匠、宮松直
美、桑原和代、杉山大典、岡村智教

平田あや、東山綾、平田匠、杉山大典、桑原和代、佐田みずき、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、門田文、西川智文、宮松直美、宮本
恵宏、岡村智教

第78回日本公衆衛生学会総会

第78回日本公衆衛生学会総会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

都市部住民での推定24時間尿中ナトリウム カリウム比とBMIの組み合わせによる高血圧発症リスク：神戸研究

都市住民における出生体重と循環器疾患の危険因子との関連：神戸研究

都市部住民における推定24時間尿中NaとNa/Kの腎機能低下リスク：神戸研究

都市住民における生活習慣と腎機能低下の進行との関連：神戸研究

 １．発表者名

 １．発表者名

 ２．発表標題
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2020年
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2021年

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第79回日本公衆衛生学会総会

第79回日本公衆衛生学会総会

松本みな美、佐田みずき、久保田芳美、西田陽子、久保佐智美、東山綾、平田匠、門田文、平田あや、宮嵜潤二、桑原和代 、杉山大典、
宮松直美、宮本恵宏、岡村智教

田谷元、宮本恵宏、東山綾、平田匠、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、門田文、宮松直美、杉山大典、佐田みずき、平田あや、眞鍋佳
世、岡村智教

眞鍋佳世、宮本恵宏、東山綾、平田匠、西田陽子、久保佐智美、久保田芳美、門田文、宮松直美、杉山大典、佐田みずき、平田あや、田谷
元、岡村智教

川原瑞希、宮松直美、清原麻衣子、松本みな美、佐田みずき、久保佐智美、久保田芳美、西田陽子、東山綾、岡村 智教

第79回日本公衆衛生学会総会

第57回日本循環器病予防学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

都市部健康住民における塩分味覚閾値の変化と生活習慣・食習慣との関連：神戸研究

睡眠不足感は腰痛に関連する:神戸研究

尿中Na/Kを考慮した家庭血圧とCardio-ankle vascular index(CAVI)の関連

神戸トライアル(8年追跡）による都市住民における塩分知覚低下発生の 性差：年代別検討

 １．発表者名

 ２．発表標題

 ２．発表標題



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第80回日本公衆衛生学会総会

第80回日本公衆衛生学会総会

第32回日本疫学会総会

第32回日本疫学会総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

東山綾、久保田芳美、西田陽子、久保佐智美、辰巳友佳子、村田七海、宮嵜潤二、佐田みずき、桑原和代、平田あや、杉山大典、門田文、
宮松直美、岡村智教

宮嵜潤二、久保佐智美、東山綾、平田あや、佐田みずき、桑原和代、久保田芳美、西田陽子、辰巳友佳子、中越奈津子、川原瑞希、平田
匠、杉山大典、門田文、宮松直美、岡村智教

中越奈津子、久保佐智美、西田陽子、佐田みずき、桑原和代、平田あや、東山綾、久保田芳美、平田匠、辰巳友佳子、川村久仁子、宮嵜潤
二、川原瑞希、宮松直美、杉山大典、宮本恵宏、岡村智教

川田洋子、佐田みずき、久保田芳美、西田陽子、久保佐智美、東山綾、平田匠、門田文、平田あや、宮嵜潤二、桑原和代、辰巳友佳子、杉
山大典、宮松直美、岡村智教

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

中高年の一般住民女性における運動量と将来の骨量減少リスク：神戸研究

都市部一般住民における非特異的ストレス指標と将来のフレイル発症リスクとの関連：神戸研究

Pre-frail、Frailの規定要因：神戸研究

都市部住民における骨強度と動脈硬化の関連：神戸研究

 １．発表者名
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 ２．発表標題

第32回日本疫学会総会
 ３．学会等名

川原瑞希、宮松直美、杉山大典、平田あや、桑原和代、佐田みずき、松本みな美、宮嵜潤二、久保佐智美、西田陽子、久保田芳美、岡村智
教

 １．発表者名

 ４．発表年

神戸研究(8年追跡): 都市住民における推定1日食塩摂取量と塩分知覚によるGFR低下速度平均との関連


